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持続可能な社会をつくる！ 環境教育 新たなステージへ〜実践、行動に向けて〜 参加申込書

コーディネーター

グループファシリテーター

2009 年度近畿ブロック「環境 NGO・NPO 地域ワークショップ」

〒

- -

- -

●ワークショップ
　持続可能な社会のための環境教育カリキュ
　ラム・システムの構築、より強いネットワー
　ク化、実践に必要な取り組みを考える

申し込み
お問い合せ先

特定非営利活動法人 環境市民 ＜お申し込みいただいた方には詳しい内容をお知らせします＞
[ TEL：075-211-3521　FAX：075-211-3531　E-mail：entry@kankyoshimin.org ]

講座の内容

環境共育事務所カラーズ※代表

●西村 仁志 氏

特定非営利活動法人※環境市民

●杦本 育生 

●小田 貴志 氏
滋賀県立近江富士花緑公園※公園長

●金下 玲子 氏
環境教育コーディネーター

●堀 孝弘
環境市民※理事兼事務局長

●下村 委津子
環境市民※理事、京都グリーン購入ネット
ワーク※事務局スタッフ、ecoパーソナリティ

●内田 香奈
環境市民※事務局スタッフ

★地球環境基金とは………国内の民間団体（NGO・NPO）が行う環境保全活動への資金の助成や人材育成、情報提供への支援を行っています。

★環境市民とは………環境問題に対して総合的に活動できるNGOを目指して 1992年に発足（本部：京都市）。個人のライフスタイルと
社会システムをエコロジカルに変えるため、自ら実践するとともに市民に提案し、さらに企業や行政に環境活動を促進させるように働き
かける、幅広い活動を行っています。

★環境 NGO・NPO 地域ワークショップとは………環境保全活動に取り組む地域のNGO・NPOが共通の課題を議論することにより、団体
間の相互交流および意見交換を行うとともに、地域の環境保全活動の促進を図ることを目的として、2009年度は全国 4か所（札幌市、
名古屋市、京都市、徳島市）で開催します。

●現代の環境教育活動がもつ問題点の明確化
　（講義・ワークショップ）

●先進事例に学ぶ
 （1） 地域との連携による、小学校全学年を通した
　持続可能な開発のため の教育カリキュラム　
　の構築と実践
……………気仙沼市中井小学校※教頭※及川 幸彦 氏
 （2） 地域のステークホルダーが学びながらつくる   
　西淀川交通まちづくりビジョン
……財団法人※公害地域再生センター（あおぞら財団）

事務局長※藤江 徹 氏
 （3） パートナーシップやネットワークで取り組む
　環境教育リーダーの養成
…………………………………………西村※仁志※氏

 （4） 事業者、自治体を対象とした環境教育
……………………………………………※杦本※育生※

●より効果的な環境教育のためのポイント、
　課題の明確化（講義・ワークショップ）
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